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序

玄界灘に画し古くから大陸との文化交流の玄関口であった福岡市には、豊かな自然と歴史が残され

ています。その中でも博多区は大陸との交流の中で古くから栄え、遺跡も多く存在していますo　これ

らを保護し、未来へと伝えていくことは行政に課せられた責務であります。しかし、近年の著しい都

市化による市街地の拡大により、その一部が失われつつあることもまた事実です。福岡市教育委員会

は開発によってやむを得ず失われていく遺跡について、事前の発掘調査を行い記録の保存につとめて

います。

今回報告する吉塚遺跡群発掘調査報告書は共同住宅建設に伴う調査成果についての記録です。この

調査では弥生から古墳時代と中世の集落跡を調査し、貴重な遺構を確認いたしました。

本書が文化財保護への理解と認識を深める一助となり、また、研究資料として御活用頂ければ幸い

に存じます。最後に発掘調査から報告書の刊行に至るまで、多くの方々の御理解と御協力を賜りまし

たことに対して心から謝意を表する次第であります°

2007年3月30日

福岡市教育委員会

教育長　植木とみ子

例　　言

□本報告書は博多区堅粕5丁目の共同住宅建設に伴って2005年10月7日から12月9日にかけて発掘

調査を行った吉塚遺跡群第11次調査の調査報告書である。

□本書に収録した発掘調査は福岡市教育委員会の屋山洋が担当した。

□遺構実測図の作成と写真撮影は屋山が、周辺測量は藤野雅基と岩本三重子が、遺物実測は平川敬治

と屋山が行った。

田本書で用いた方位は磁北で真北より6°　21〝西偏する。

□遺構遺物番号はそれぞれ通し番号とした。

□本書に関わる図面．写真・遺物など一切の資料は福岡市立埋蔵文化財センターに収蔵・保管される

予定である°

□貿易陶磁の分類は太宰府条坊跡ⅩⅤー陶磁器分類福一（2000年）太宰府市教育委員会を参照した。

遺跡調査番号 0 5 4 5 遺跡略号 Y S Z － 1 1 分布地図番号 博多駅　 36

調査 地地 番 福岡市博多区堅粕5丁目427－2、4 25－5他

開　発　面　積 2 7 7 ㎡ 調査面積 2 7 7 1㎡ 調査原因 共同住宅建設

調　査　期　間 200 5年10月7日～12月9 日 調査担当者 屋山　 洋
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Ⅰ・はじめに
1　調査に至る経過

2005年6月2目付けで有限会社丁企画の代表取締役田中繁夫氏から福岡市教育委員会埋蔵文化財

課宛に福岡市博多区堅粕5丁目427－2、425－5他の共同住宅建築に伴う埋蔵文化財事前調査申請書（17

－2－193）が提出された°　申請地は周知の埋蔵文化財である吉塚遺跡群内に位置し隣接地で1次調

査が行われているため、遺構の存在は確実であった。そのため6月28日に重機を使用して試掘調査を

行ったところ、現地表面から1・4mの砂丘基盤層上面で遺構を確認した。その結果をもって建築に先立

ち発掘調査が必要であり、本調査を行い記録保存を測ることで両者の協議が成立した°以上の協議を

うけて2005年10月7日から12月9日までの期間で調査を行った。

2　調査の組織　2005年調査時

調査主体　教育委員会文化財部埋蔵文化財課第1係

埋蔵文化財課課長　山口譲治

埋蔵文化財課第1係長　池崎譲二

調査庶務　鈴木由喜

調査担当　埋蔵文化財課第1係　屋山洋

2006年整理時

教育委員会文化財部埋蔵文化財1課調査係

埋蔵文化財1課課長　山口譲治

調査係長　　　　　　山崎龍雄

調査庶務　　　　　　鈴木由喜

整理調査担当　　　　屋山洋

作業員　岩本三重子　岩崎良隆　越智信孝　岡部安正　東野孝子　堤正子　中島道夫　中村サツエ

藤野幾志　波賀久雄　藤野雅基

整理作業　大石加代子　熊谷幸江　中村麻衣子　藤野洋子

Ⅱ・調査の記録
1　調査の概要

本調査は共同住宅建設に伴う調査である°建物基礎部分277㎡の調査を行った。調査は試掘調査の

結果を基として、現地表面から140cm下の砂丘面まで掘り下げてから行うことにした。廃土置き場の

都合から調査区を東西に分けて打って返しをする必要があり西側をⅠ区、東側をⅡ区とした。まず西

側から調査を開始し10月11日と12日に10tの重機で西側の表土を140cmまで掘り下げて調査を開始し

た。Ⅰ区の調査は10月31日に終了したが、Ⅰ区の調査区周囲の土層観察により古代～中世と思われ

る遺構が標高3．3m（地表下60cm）から掘り込まれており、そのほとんどが砂丘面にまで達していな

いことが判明した（第5図）。土層図の21、27は古代末から中世の掘り込み、23は古墳時代、32層は

弥生時代～古墳時代の掘り込みである。そのためⅡ区では調査を地表下60cmと110cmの2両の調査を

行うこととし、11月1日と2日に重機で地表下60cmまで掘り下げ1面目の調査を開始した。その後1

両の調査を11月17日に終了し18～19日に重機で砂丘面まで掘り下げ、2面目の調査を開始した。Ⅱ

区を2両調査したことにより調査面積が増えたため、終了予定の11月30日までに終わらせることがで

きず、結局12月9日に埋め戻して終了した°

2　遺構と遺物
1．弥生時代から古墳時代初頭の遺構と遺物

1）土坑

SKO63（第7図）Ⅰ区南東端に位置しSDO27に切られる。平面は楕円形を呈し長径約1m、短径70

cm、深さ43cmを測る°弥生時代中期後半から後期にかけての甕鹿部が出土した。後期前半か。

SKO66（第7図）Ⅰ区南東側に位置しSCO67に切られる。長径2・5m以上、短径は1・9m、深さ55cmを

測る。西側半分にテラスがつく。底面東側が1段低いのは掘りすぎである。弥生時代中期から後期に

かけての土器が出土したが遣存状態が悪く図化できない。

SK127（第7図）II区1両北東端に位置する。遺構周辺は砂丘面がやや高い。東西径92cm、深さ44cm

を測る。弥生時代の器台片の他、古墳時代初頭の可能性がある土器小片が出土した。

－1－
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第2図　吉塚遺跡内での調査地点の位置（1／8，000）

－2－　　　8・10次調査は東光院内の調査



地点は1次調査区

第3図　調査区周辺図（1／400）

第4図　調査範囲図（1／300）

－3－



SK271（第7図）Ⅰ・Ⅱ区境界に位置しSDO27とSK268に切られる°東西に長い不整楕円形を呈し

現状で長径2．5m、幅1・6m、深さ45cmを測る。出土遺物（第7図001～007）。弥生時代中期後半の土

器が出土した。001は袋状口縁壷で、002は壷肩部である。003から007は甕片である。

SK682（第7図）Ⅱ区2面南端部に位置しSE707に切られる。平面円形を呈し径1m、深さ15cmを測

る。覆土中から弥生時代後期の土器片が出土した。

SK751（第7図）Ⅱ区2両でⅠ区との境に位置する。北側はⅠ区の調査時に検出できなかったため不

明で、南端はSK123に切られる。現状で径1・7m、深さ35cmを測る°弥生中期後半から後期の甕片が

纏まって出土している。6世紀の須恵器小片が1点出土しているが混じり込みと考えられる。

SK769（第7図）Ⅱ区2両でⅠ区との境に位置する。平面は楕円形を呈し長径135cm、幅約100cm、

深さ30cmを測る。弥生時代中期後半から後期前半の甕鹿部の他中期中頃の甕口縁などが出土した。

2）竪穴式住居

SCO18（第8図）Ⅰ区南西端部に位置する。平面は東西に長い長方形を呈す。東側は切合いが激しく

東壁は確認できなかった。長軸は推定6m、短軸は5・1m、検出面からの深さは20cmと浅い。床面は

削られ掘方だけ遺存している°主柱穴やベット状遺構などは検出できなかった。弥生時代終末から古

墳時代の土師器の他弥生時代中期の甕底部などが出土した。古墳時代初頭か。出土遺物（第11図008

～026）。008～015は甕口縁である。016は甕胴部。017・018は高坏日録、019～021は器台、022

は土師器鉢、023は壷、024は手担ね土器、025は飯蛸壷、026は土錘である°

SCO67（第8図）Ⅰ区北端に位置する°東西方向に長い楕円形を呈し直径4・4m、短径3．4cm、深さ10

cmを測る°主柱穴は不明であるo弥生時代中～後期の甕言縁や丹塗り磨研土器片の他に古墳時代土師

器片や中世土師器片が出土したが、紛れ込みか°弥生時代中～後期と考えられる。

3）屋内貯蔵穴　SCO18の底面で屋内貯蔵穴と思われる掘り込みを2基確認した。

SKO30（第8図）北側角で検出した。長径118cm、短径84cm、深さ18cmを測る。古墳時代前期の土

師器甕片と弥生時代後期甕片が出土した°

SK047（第8図）西辺中央部で検出した。住居の壁が外側に張り出す。切り合いが多く平面形は不明

である°　遣物は出土していない°

2．古墳時代前半の遺構と遺物

1）土坑

SKO16（第9図）Ⅰ区南西部に位置しSCO18を切る°平面形は円形、断面逆台形を呈す。覆土中から

土師器甕や高坏の他に弥生時代中期の丹塗り磨研土器片が出土した。

SKO44（第9図）Ⅰ区中央南東よりに位置する。SCO18に切られる。断面円形を呈し北東側にテラス

がつく。深さ16cmを測る0古墳時代土師器甕口緑と弥生時代後期前半の甕鹿部が出土した。

現　　　　地 表　　　　面

第5図　調査区土層図（1／40）

－4－

調査区土層

1撹乱
2．現表土　上層砂利　下層真砂土
3　灰褐色土
4　撹乱
5　灰褐色土

6．灰褐色土
7　灰褐色土
8．灰褐色土
9　茶褐色土

10　暗黄褐色土

近現代
近現代
近現代
土器片多く含む

近世
色白砂．炭化物小片含む

ll．褐色土
12．暗褐色土
13　褐色土

14．灰褐色土　砂多く含む
15．褐色土　炭化物含む
16　暗灰褐色砂質土
17　褐色土　土器片多く含む　近世

18．灰茶褐色土　灰含む
19・褐色土
20　灰黄褐色土　黄褐色砂含む
21・茶褐色土　炭化物多く含む

22　暗茶褐色砂質土
23　茶褐色砂質土　須恵器片含む
24．茶褐色砂質土　土器小片含む
25・暗褐色土　炭化物．土師碗片含む

26　茶灰褐色土
27　暗灰褐色砂質土
28　暗褐色土　土師碗片含む
29．暗茶褐色土　炭化物含む

30　暗茶褐色土　灰色土をレンズ状に含む
31暗灰褐色砂質土　土師皿片含む
32　暗茶褐色土　弥生～古墳時代
33．茶褐色砂質土
34　暗茶褐色土

35　茶褐色砂質土



調査区全体図（1／80）

調査区1面

調査区2両
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SK734
1．黒褐色土
2．時茶褐色士

3．黒褐色土
4．褐色砂質土
5・褐色砂貿土　炭化物小片含む
6．黒褐色士
7．褐色砂質土

8．茶褐色粗砂
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SK675

1暗褐色土

2　黒褐色土　黒色土を含む
3　暗褐色土　黒褐色土を含む
4．暗褐色土
5　褐色粗砂　黒褐色土を層理状に含む
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SK613
1暗褐色土

1m

1　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　－

第10図　古墳時代遺構実測図2（1／40）

SKO52（第9図）Ⅰ区南端のSCO18内に位置する。Ⅱ区にまたがっており打って返し後の遺構検出の

結果平面形がずれてしまった。深さ14cmを測る。土師器小片が出土した。

SKO56（第9図）Ⅰ・Ⅱ区境界中央に位置しSEO27に切られる。切り合いが激しく平面形ははっきり

しないが、隅丸方形に近いと思われ、深さ10cmを測る。古墳時代前期の土師器鉢が出土した。

SK221（第9図）Ⅱ区南東端に位置しSP220に切られる。平面楕円形で長径1m、深さ45cmを測る。

027～029の古墳前期土器のほかに弥生時代後期土器や1点須恵器小片を含む。混じり込みか。

SK250（第9図）II区西端部に位置する。平面楕円形を呈し長径約80cm、深さ48cmを測る。西側にテ

ラスがつく。多数の土師器片の他、6～7世紀の須恵器の坏と甕片、釘、黒曜石片などが出土した。
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第12図　SK675出土遺物実測図（1／4）
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SK609（第9図）Ⅱ区東側に位置する°長径1．4m、深さ40cmを測る。壷、坏などの須恵器片や小型

丸底壷片の他に蛸壷3個体分と土錘が出土した。

SK618（第9図）

SK627（第9図）

SK710（第9図）

SK718（第9図）

SK734（第9図）

SK752（第9図）

Ⅱ区南東部に位置する。弥生中期から後期の甕鹿部の他古墳前期の甕口縁が出土。

Ⅱ区北端に位置する。深さ約30cmを測る。弥生末～古墳時代の土器片が出土した。

Ⅱ区南端部に位置する。古墳時代前期の甕口縁と器台片が出土した°

Ⅱ区南端部に位置する°径90cm、深さ35cmを測る。土師甕片が出土した。

Ⅱ区南側に位置する。平面楕円形で長径1．6m、短径1m、深さ42cmを測る。

Ⅱ区北側中央に位置する°Ⅰ区では検出できなかった°深さ50cmを測る。古墳時代

前期の甕片が多く出土したほか、弥生土器や甕棺片など、須恵器小片も1点出土した。

SK759（第9図）Ⅱ区北端に位置する。径1．9m、深さ63cmを測る。土師器片が出土した。

SK764（第9図）Ⅱ区中央南寄りに位置する°深さ50cmを測る。古墳時代前期甕片が多く出土した°

3．古墳時代後半の遺構と遺物

1）土坑

SKO49（第10図）Ⅰ区南西側SCO18内に位置し径82cm、深さ15cmを測る°土師器片が出土した。

SKO58（第10図）I区南端に位置する°深さ30cmを測る。須恵器坏蓋、土錘が出土した。6世紀。

SK125（第10図）II区1面南端に位置し深さ72cmを測る°須恵器坏蓋などが出土した。6～7世紀。

SK153（第10図）Ⅱ区1両南端に位置する。深さ45cmを測る。須恵器の坏蓋や甕のほか甑や土師甕

など古墳時代の土器片が多く出土すると共に袋状言緑など弥生時代の土器片も少量出土した。

SK255（第10図）Ⅱ区1両北西端に位置する。径1．35m、深さ36cmを測る。須恵器坏蓋、坏、大甕

や土師器高坏、土師甕、甑など6世紀を中心とする土器が出土した。1部中世の混じり込み有り。

SK611（第10図）Ⅱ区中央に位置する。6世紀代の須恵器の他蛸壷4個体分や土師甕が出土した。

SK613（第10図）Ⅱ区2面東端に位置する。須恵器の壷と魅や土師器片が多数出土した°

SK642（第10図）Ⅱ区2面東端に位置する。須恵器片が出土した。

SK675（第10図）Ⅱ区2面中央南よりに位置する。長径1．9m、深さ65cmを測る°6世紀末の須恵器

坏と坏蓋が出土した他、弥生時代中～後期の土器も多く出土した°

SK753（第10図）Ⅱ区2面西側に位置する。須恵器坏と裏返った坏蓋が重なって出土した0

SK770（第10図）Ⅱ区2面中央に位置する。楕円形で径1・4m、深さ35cmを測る°須恵器小片が出土。

4．古代末から中世の遺構と遺物

1）井戸（遺構第13図　遺物第14図）古代から中世の井戸6基を検出した。

SE001調査区北端で検出した。井筒部分は調査区外である。出土遺物（057～069）。
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SEOOl

SEO01土層

1．茶褐色土
2．褐色土　暗茶褐色砂を薄い層状に何故も含む
3　暗灰褐色砂質土
4　暗褐色砂質土

5．暗灰褐色砂質土
6・白色砂
7　灰色砂質土
8　灰色砂質土

9　暗灰色砂質土

SEl 3

10．白色粗砂
11・灰褐色土
12．暗灰褐色土　白色砂を層状に含む
13・暗褐色土　白色細砂含む
14．黒褐色土
15・暗褐色土
16．白色細砂
17．黒褐色土
18．黒色土
19・黒褐色土
20．黒褐色土

SEO12土層

21．黒褐色土　白色細砂を多量に含む
22・灰白色細砂
23　黒褐色土

24　灰白色細砂
25．暗褐色土
26・黒褐色土

1暗褐色土
2・暗褐色土

3．暗褐色土　炭化物含む
4　黒褐色土
5　黒灰褐色土　土器小片含む
6　黒灰褐色土　褐色砂含む

7　暗茶褐色土
8．黄白色砂
黒褐色土を層埋状に含む
9．黒褐色土

10　暗視色砂
11・暗黄褐色粗砂

暗褐色砂を層状に含む
12　黄白色粗砂　地山
13　暗茶褐色砂
14．褐色土

15．褐色砂
褐色土を層状に含む
16・只褐色土

SE236土層

1暗灰褐色土
2　灰茶褐色土
3．黄褐色粗砂
4．暗褐色土　灰色土．黄褐色砂をレンズ状に含む

5．黄褐色粗砂
6・黄褐色紺砂

7　黒褐色砂質土
8・淡褐色細砂

9　黄褐色砂
10　黄褐色砂　暗褐色土含む
11暗褐色砂
12　茶褐色粗砂

SE707上層
1．暗褐色土

H＝3．80m　3：悪霊霊宝讐土

第13図　井戸実測図（1／60・SE011は1／40）
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4．柚色土
5．褐色砂質土
白色細砂を腐埋状に含む
6．暗褐色砂貿上
納砂多く含む
7．暗褐色土
8．暗褐色砂質土
9・灰褐色砂質土
10．灰梱包土
11．灰色粘栄二ヒ
12・灰色粘貿土
13・褐色砂賀士
14・赤茶褐色粗砂
15・灰梱包土
16　暗茶灰褐色土
炭化物片含む
17．褐色粗砂
18．時粘色土
19．梱包砂貿－1
此槻色砂を多く含む

20－　白色粗砂
21．尿柚色－
22．梱包砂
23・槻色砂質土
24．腑亜褐色砂
25．枚費褐色砂
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第14図　井戸出土遺物実測図（1／4）

SE011Ⅰ区中央西寄りに位置する。平面不整円形で長径1・77m、深さ1・2mを測る°　底面から10cm

ほど浮いて曲物の痕跡を確認した。曲物は径37cm、遺存高21cmを測る。土師器椀が出土した。

SEO12　1区中央に位置する。径2．6m、深さ11mを測る°　井筒は残っていない。井筒掘り方径は

1．8mを測る°　井筒掘方の周囲に広いテラスがあるが一度埋めた跡井筒を掘り込んでおり別の遺構の可

能性もある°　出土遺物（070～081）°　075は縄目圧痕の瓦片。074は東播系の鉢である°12C後半か。

SE113　Ⅱ区1面南東部に位置する。掘方径1．8cm、井筒径90cmを測る。上部から井筒の痕跡は確認

できたが湧水点まで掘り下げても井筒木質は残ってなかった。中世の土器が多いが近世の可能性があ

る瓦などが数点出土している°

SE236　SEl13に切られる。掘方径2．3m、井筒径63cmを測る。出土遺物（082～085）。
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SK123

二二一二一二

SE707　Ⅱ区2面南西端に位置する。井筒は

1両で確認した。掘方長径2・4m、井筒径45cm

を測る。土層観察からは1度埋めてから径

1．8mの掘方で掘り直しているのが判る。別

の遺構とも思えるが西側の立ち上がりがちょ

うど重なっており同一遺構の可能性がある。

出土遺物（086～097）。

2）土坑

H＝3．20m sE685

20cm

H＝3．40m

106　　　1

＼∈芸ヨ－…一一一．－．一己ク
107

埋－」J‐――つ

1．暗褐色土

レンズ状堆積
2－暗褐色土
日色相砂含む

3．暗茶灰褐色土
4．暗茶褐色土
5．暗茶褐色土
6　暗格色土
7　暗茶褐色砂質土

8　淡茶褐色粗砂と
暗褐色土の互層
9　淡茶褐色粗砂
10　暗褐色土

11茶褐色粗砂

第15図　古代から中世遺構．遺物実測図（1／40・1／4）
SK123（第15図）Ⅱ区1両北側に位置する。

長径216m、深さ68cmを測る。出土遺物（098～100）。098．099は鉢である。

sK124（第15図）Ⅱ区1両北端に位置する。径92cm、深さ82cmを測る。出土遣物（101～109）。
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0　　　　　　　　　　　　10cm

a H＝2．6m6　　　　d H＝2・6md／　　　b H＝2．6m6　　　　e H＝2．6m5

CH：2．6mE f H＝2．6m f－　　　　　g H＝2．6m g

⊆ここ二二．－．．．土－‐⊇　第16図　中世から近代遺構・遺物実測図（1／40・1／4）

SK207（第15図）Ⅱ区1面南端に位置し深さ31cmを測る。白磁小片、褐釉陶器が出土。古代末か。

SK254（第15図）Ⅱ区1両南端に位置じ深さ35cmを測る。土師皿などが出土した。古代末～中世。

SK260（第15図）Ⅱ区1両南端に位置する。深さ17cmを測る°土師皿が出土した°古代末～中世か°

SK685（第15図）Ⅱ区2面北端に位置する。楕円形で長径1．43m、深さ97cmを測る。上層で土師椀

と土師坏が並んで出土。その他に土錘や7～8世紀の須恵器坏、6世紀の須恵器坏、弥生土器が出土。

5・近世から近代の遺構と遺物

SKl14（第16図）Ⅱ区1両南端に位置する土坑でSK210を切る。近世から近代の磁器が出土した°

SK210（第16図）長径約2m・深さ32cmを測る土坑で肥前系磁器の染め付け皿が出土した。近世か。

SX177（第16図）Ⅱ区1面東隅に位置する°長方形を呈し深さ80cmを測る。底面に2間×2間の柱穴

を確認した。柱径は15cm前後である。頑丈な造りで防空壕や地下倉庫などの可能性がある°近代°

6・その他の遺物　弥生時代から古墳時代の遺構数は少ないが遺物が後世の遺構から多量に出土す

るため・多くの遺構があったと思われる。17図以降は後世の遺構から出土した遺物である。出土遺構に

－14－
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第17図　弥生時代遺物実測図（1／4）

1。。　笥
－ロ　－（P

0　　　　　　　　　　　　10cm
l　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　」

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

っいては土器観察表に記載する。動物遺存体は近世の土坑から魚骨がまとまって出土したか、未整理

である°SE707の古代井戸からヘラ切りの土師皿と近いレベルで馬の切歯が1点出土した°

玉類　滑石製平玉とガラス製小玉が6世紀代の遺構を中心に出土した。表を裏見返しに記載。

3　小　結

遺構の中心が古代から中世に属するのは西側に隣接する博多遺跡とほぼ同じであるが、貿易陶磁が

極端に少ないなど遺跡の性格が異なるものと思われる。SDO27はその中世の溝であるが溝の東西で東

側の遺構密度が濃いことから、SDO27は区画溝で、溝の東側が内側の可能性がある0また、東西で砂

丘面の高さが異なるのは西側を削るなど造成を行っている可能性もあるのではないか。周辺地域の調

査が進むことが期待される。
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第18図　古墳時代遣物実測図（1／4）
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第19図　中世及びその他の遺物実測図（1／4）
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表1．土器観察表
番 号 遺 構 遺 構 年 代 種 別 器 形 遺 物 年 イモ　　　　　　　　　 胎 土 焼 成 成 型 ．調 整 ・色 調

計 測

精 度
一一　 口 径 遺 存 状 態

0 01

0 02

2 7 1 上 層

2 7 1 上

弥 生 時 代 弥 生 土 器 ・土．空

士．

弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む

■㎡ト・　　　　 ．1⊥　　　　　 A

良 好 外
内
：H ve 2 ．5Y R 6／4 鈍 い 橙 10Y R 2／7 鈍 い 黄 橙

：H ve 7 ．5Y R 8／4 法 量 橙
復 元 16 8m m 1／6

－≡－ 11 11 11 一　　　　 己 、 一世
00 3 2 7 1 上 層 弥 生 時 代 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英　 長 石 粒 を 多 く含 む 良 好 外 Ve ．　　 J　 盟　　 面 ーH v e 2 ．5Y R 7／6 橙

10 R 6 ／6 橙　 内 面 ．　　　 鈍 ヽ
復 些 突 同　 2 10 m m 1／6

00 4 2 7 1 上 層 弥 生 時 代 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む 外

内

温　　　 ．2・5Y R 6／4　 し 橙

：H ve 2 ・5Y R 4／2 灰 赤 ～ 5 Y R 7 ／3 鈍 い 橙

：H ve 7．5 Y R 6／2灰 褐

復 元

復 元

2 3 2m m

2 3 8m m

1／6

1／10 以 下

00 5 2 7 1 上 層 弥 生 時 代 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む　 雲 母 含 む 良 好 外

内

：H ve 5Y R 4／1 褐 灰

：H ve 5Y R 7／4 鈍 い 橙
復 元 2 70 m m強 1／1 0 以 下

0 0 6

0 0 7

2 71 茶 褐 色 土

27 2 茶 褐 色 土

弥 生 時 代

弥

弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む

■ゥ．・・　　　　　　－l・・」

良 好 外

内

：H v e 10 Y R 7 ／2鈍 い黄 橙 ～ 1 0 R 6／6 赤 橙

：H v e 10 R 6 ／6 赤 橙
復 元 1 32 川田 1／1 0弱

0 0 8 ′　ヽ
0 0 1 層

1、生 時 代 弥 生 土 器

／

甕

7旨．ム

弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 産 に 含 む

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－L　　　　　・・．2．－

良 好 ．5Y 6／1 黄 灰　　 内 面 ：H v e loY R 8／1灰 白 小 片
・ヨ 2　′ 同　⊂コ l　　　　　 …l　　　　 含 、 ′′　　　　　　　　　　　　　　　　 去 ′／ ／／　　．．／．・ 一昔ム

0 0 9 0 18 Ⅰ区 古 墳 初 頭 土 師 器 甕 古 墳 時 代 石 英 、長 石粒 を 多 く含 む 良 好 外

内

火　　　　 ． ve　 B 6／1 月 灰

V eN 4 灰 ～2 ．5 Y 8／1灰 白
v e 10Y R 8 ／1 灰 白

復 元

復 元

間 口　 96 m m強

20 0 mm

1／6

1／8

0 10 0 1 8 Ⅲ 区 古 墳 初 頭 土 師 器 甕 古 墳 時 代 や や 粗 い　 石 英 、長 石 粒 を 少 し含 む 良 好 外

内

：H v e1 0Y R 7／2 鈍 い 黄 橙

：H v el OY R 7／2 鈍 い 董 橙
復 元 18 4 mm 1／10 以 下

0 1 1 0 1 8 Ⅲ 区 古 墳 初 頭 土 師 器 甕 古 墳 時 代 白い 微 粒 子 を若 干 含 む 良 好 外

内

：H ve l oY R 7／2 鈍 い 黄 橙 ～ 7．5 Y R 4 ／1褐 灰

・H 1 0Y R 7／1 灰 白 ～ 4 ／1椙 灰
復 元 16 2 mm 1 ／3

0 12 0 1 8 Ⅱ 区 古 墳 初 頭 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む 良 好
－　Ve　　　　　　　　　　　　　 火

外 面 ：H ve 2 ．5Y R 6／4 鈍 い 橙 ～ 5 ／2灰 赤

内 面 ：H ve 2／5Y R 6／3 鈍 い 橙
復 元 18 6m m 1 ／6 弱

0 13

0 14

0 18 Ⅱ 区

0 1 Ⅱ

古 墳 初 頭 土 師 器 甕 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む

・．■・　　　　 ．／⊥　　　　　 A

良 好 外
内
：H ve 5Y R 6／3 鈍 い 橙

：H v e lO Y R 7 ／2 明 褐 灰 ～ 7 ．5Y R 7 ／3 鈍 い 橙
復 元 184 m 用 1 ／8 弱

l　 少　 己 、 ／′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1′ －

0 15 0 18 Ⅱ区 古 墳 初 頭 土 師 器 甕 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好
－　V e　　　　　　　　　　　　　　　　 ． v e

外 面 ：H v e 7・5 Y R 7／3鈍 い 橙

内 容 ．H v 10 Y R 6 ／2灰 萎 縮 ～ 8 ／2 灰 白

復 元

復 元

153 m m

1 54 m m

1／8 弱

1／8

0 1 6

0 1 7

0 18 IV 区

0 18 Ⅳ

古 墳 初 頭

古　　 －

土 師 器 甕

－こコ

古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 少 し含 む

・．／・　　　　 ．．⊥　　　　　 A

良 好
－　　e

外 面 ：H v e 7．5 Y R 4 ／1褐 灰 ～ 8／2 灰 白 －2 ．5 Y R 7 ／2明 赤 灰
内 面 ：H v e 70 Y R 8 ／1灰 白 小 片

11≡】 l 少　 己 、　　 ヨヨ1ヨし全 、 ヽ
0 18 01 8 Ⅲ 区 古 墳 初 頭 弥 生 土 器 高 杯 弥 生 時 代

．コE　 iヨ

石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む 良 好
． v e ．　　　 盟　　　　　 ーH v e2 ．5 Y R 7 ／6橙

外 面 ：H v eN 3 1暗 灰 ～ 7・5 Y R 8 ／3浅 黄 樺

内 面 ：H v e 10Y R 7 ／3 鈍 い 童 橙
復 元 2 50 m m

1／1 0 以 下

1／6

0 19

0 20

0 1 8 1 区

0 1 8 Ⅰ

古 墳 初 頭 弥 生 土 器 甕

ム

弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多く含 む 金 雲 母 含 む

．・■・　　　　　　．んL

良 好 外
内
：H ve 2 ．5Y R 6／6 橙 ～ 10 Y R 8／1灰 白

：H ve 7 0Y R 8／1灰 白
復 元 16 8 mm 1／6 弱

ー：コ l　　 含 、 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ′ ／　　・・－ ー

0 21 0 18 Ⅱ層 古 墳 初 頭 弥 生 土 器 器 台 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む 良 好
． ve　　　　　　　 盟　　　 ．H v e5 Y R 4 ／1　 灰

外 面 ：H ve 7 ．5Y R 6／3 鈍 い 褐 ～ 10 Y R 7 ／3 鈍 い 黄 橙

内 面 ：H ve 5Y R 5 ／2 灰 祖

復 JC

復 元

16 0 mm

8 4 mm

1／0

1／4

02 2 0 18 ⅠⅤ区 古 墳 初 頭 土 師 器 鉢 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む 良 好 外
内
：H ve 2 ・5 Y 7 ／1 灰 白 ～ 2 ．5Y R 5／6 明 赤 褐

：H ve 7 ・5 Y R 8 ／1 灰 白
復 元 19 8m m 1 ／10 以 下

02 3 0 18 Ⅲ 区 古 墳 初 頭 土 師 器 ・ヨヒ．ヨ芝 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好 外

内

：H v e 7．5 Y R 4 ／1褐 灰 ～ 8 ／2 灰 自 － 5Y R 6／4 鈍 い 橙

：H v e 7．5 Y R 5 ／1鳩 灰
復 元 10 4m m 1 ／10 以 下

02 4

0 2 5

0 18 Ⅲ 区

0 18 Ⅲ 区

古 墳 初 頭

古　　 ‾

土 師 器 手 づ くね

．．奮

古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む

■■・　　　　　　．1－L　　・・．－

良 好
外 面

内 面

：H v e 2．5 Y 4 ／l黄 灰 ～ 7・5Y R 6 ／2 灰 褐

：H v e lO Y R 5 ／1褐 灰
復 元 6 3 m m 1／2 弱

l　　 含 、 l′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ よ　　．・一． －

0 2 6 0 18 Ⅲ 区 古 墳 初 頭 土 師 質
管 状 土

錘

古 墳 時 代

～
石 英 、長 石 粒 を 多量 に 含 む 良 好

． v e　　　　　　　　　　 ． v e7 ．5Y R 4 ／2 灰
全 長 －5 3m m／タテ ×ヨコ－25 m m X 3 0 mm （不 整 形 ） 沈 子 網 孔 径
タ－ ×ヨコ－9　 ×9　　 色 調 一　　　　 書Ⅳ・

復 フC 6 8 mm 1／6
残 存 重 量

0 2 7

0 28

2 2 1

2

古 墳 時 代 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を含 む　 金 雲 母 含 む

7Tト　　　　　　　．1．⊥　　－H －

良 好
・－
外 面

内 面

mm　 m　　 一一　H ve N 3 1 陪 灰 ～ 5 Y R 4 ／1褐 灰

：H v e7 ・5Y R 6 ／1褐 灰
：H v e1 0Y R 7 ／2 鈍 い 董 橙 ～ 2・5 Y R 6／6 橙

復 元 2 66 mm

45 ・4 0g

1／1 0

0 29
2 1
2 2 1

古 墳 時 代 弥 生 土 器 甕

－コ

弥 生 時 代 石 央 一長 石 粒 を若 干 含 む

．／．⊥　　　　且

良 好 外 v e5 Y R 7 ／4鈍 い橙　 内 面 ：H v e5 Y R 7 ／4鈍 い橙 復 元 24 2 mm 1／10
11 間 11 l　 塵．一　 、　　 ヨ蚤1コし全 、 ・

03 0 6 09 古 墳 時 代 ～ 土 師 器 蛸 壷
古 墳 時 代

／ヽ／

．芸封曜日ヨ

石 英 、長 石 粒 、茶 色 の 粒 子 を 多 く含 む 良 好
外 面

内 面

V e ．　　　 且　　　 ．H v e 2ー5 Y R 6 ／6橙

ve 7 ・5Y R 7／2 明 褐 灰

ve 7 ．5Y R 7／3 鈍 い 橙

復 フC

復 元

底 17 8 mm
胴 部 最 大　 7 2

mm 強

1／4 弱

1／3 強

03 1 60 9 古 墳 時 代 ～ 土 師 器 蛸 壷 古 墳 時 代

～

石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好 外
内
二H ve 7．5Y R 6／4 鈍 い 橙

：H ve 5Y R 6／4 鈍 い 橙
復 元 64 m m 1／4 弱

03 2 60 9 古 墳 時 代 ～ 土 師 器 蛸 壷

白色l

古 墳 時 代

／ヽ／

石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好 外
内
：H ve 7．5Y R 7／2 明 褐 灰

：H v e 7．5 Y R 7／3 鈍 い 橙
復 元 85 mm 1 ／8

0 3 3 60 9 古 墳 時 代 ～ 昌状 土

一隅

古 墳 時 代

～
石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む　 金 雲 母 含 む 良 好 全

色

5 1 田田／径 －17 mm ×1 7m m （不 整 形 ） 重 量 ー11 ．54 g

H　 7 5 Y R 3 ／1農 場 ～　　　　 ・・赤

0 3 4 05 8 古 墳 時 代 土 師 器 ．±・翌 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く、金 雲 母 も含 む 良 好

一
外 面

内 面

V e ．　　　　　　　 2 ．5Y R 4／2 灰 ．、

v e 7．5 Y R 4 ／2灰 褐 ～ N 3 1暗 灰

v e 5Y R 6 ／3 鈍 い 橙

復 元 9 8 mm 1 ／6

0 35 0 5 8 古 墳 時 代 弥 生 土 器 器 台 弥 生 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 く含 む　 金 雲 母 含 む 良 好 外

内

H v e lOY R 6 ／2 灰 黄 褐 ～ 5Y R 6 ／2 灰 褐

H v e 10Y R 3 ／1窯 場 ～ 7／2 鈍 い 黄 橙
復 元 底 14 8 mm 1／8

0 36 153 古 墳 時 代 ～
古 代

土 師 器 甕 古 墳 時 代

一 古 代

石 英 、長 石 粒 を 多く含 む 良 好 外
内
H v e5 Y R 5 ／2灰 褐

H v e7 ．5Y R 4 ／2 灰 福
復 元 1 16 m m 1／4 弱

0 37 153 古 墳 時 代 ～

古 代
土 師 器 甕 古 墳 時 代

～ 古 代

わ りと精 良　 白 い 微 粒 子 、雲 母 を含 む 良 好 外
内
H ve O ．5Y R 4 ／2 灰 赤 ～ 7－5 Y R l一7 ／1黒

H ve 5 Y 2／1黒 1／4 弱

0 38 1 53 古 墳 時 代 ～

古 代

土 師 器 甕 古 墳 時 代

一 古 代
石 英 、長 石 粒 を 多 量 に 含 む 雲 母 含 む 良 好 外

内

H ve 7 ．5Y R 5／3 鈍 い 褐

H ve 5Y R 5 ／4 鈍 い 赤 福
復 元 底 16 2 mm 1／8

03 9

04 0

1 53 古 墳 時 代 ～

古 代
須 恵 器

・／

甕 古 墳 時 代

～ 古 代
精 良

．・■・．　　　　　　．－・1

良 好
外

内

H ve N 7 1 灰 白

H ve N 7 1 灰 白
小 片

2 ． －　 少　 含 、 1′　　　　　　　　　　　　　　　　 畠 ・　．
04 1 25 5 古 墳 時 代 土 師 器 高 杯 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好

外 面 ；

内 面 ：

Ve　　　　　　　　　　 ・H ve 5 P B 5 ／1 日 灰

V e 7－5 Y R 7／4鈍 い 橙 ～ 5 Y R 6 ／6橙

v e 2．5 Y R 6 ／6橙

復 元 12 8 mm

14 7m m

1／8

0 4 2 25 5 古 墳 時 代 土 師 器　 タ

タキ を持 つ
甕 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 多 量 に 含 む 良 好

外

内

H v e lO Y R 7 ／3鈍 い 黄 樟 ～ 7 ・5Y R 7 ／2 明 褐 灰 ／

H 10 Y R 6 ／1褐 灰 ～ 1 0Y　　 灰 白 復 元 2 6 8m m 1／6 以 下

0 43

0 44

6 日

1 1

古 墳 時 代 須 恵 器

／

甕 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を少 し含 む 金 雲 母 含 む

．．・土．

良 好
． v e　　　　　　　　　　 R 7／1　 －5 Y R 7／2 明 褐 灰

外 面 ：H V e5 P B 4／1 暗 青 灰

内 面 H ve 5P B 4 ／1鱈 膏 灰
復 元 頸 部 18 4m 1／6

0 45
6

6 1 1

古 墳 時 代 須 恵 器

／

杯 蓋 古 墳 時 代 石 英 ．長 石 粒 を少 し含 む

．／．ⅰ・－

良 好 外 面 ：H v e5 P B 4／1 暗 青 灰　　 内 面 ：H v e 5P B 5／1青 灰 復 元 13 6川田 1 ／8弱

0 46 6 1 1
古 墳 時 代 須 恵 器

／

杯 蓋 古 墳 時 代 石 英 、長

．／⊥

石 地 を少 し含 む 良 好 外 面 5 P B 4／1 臆 青 灰　　 内 面 ：H v e N 4 1灰 復 元 14 0m m 小 片
2 ．ⅲ － 少　 含 、 ．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 畠　 ′

0 47

04 8

6 1 1 古 墳 時 代

土

須 恵 器

／

杯 身 古 墳 時 代 や や 粗 い　 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む

．・．」・・　　　　　　．1．1　　－－■．

良 好
外 面 ；

内 面 H

V e　　　　　　　　 ・H v e 5P B 4 ／1 白1弓灰

H v el OY R 7 ／1灰 自 ～ N 7 1灰 白

v e 7・5 Y R 7 ／3鈍 い橙

復 フC

復 元

二丈 け 13 8m m

受 け 15 0m m

1 ／10

1 ／8

2 ／ ．　　　 含 、 畠 l／ ／　　－
04 9

05 0

6 75

6　5

古 墳 時 代

古

須 恵 器

／

杯 蓋 古 墳 時 代 精 良

田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J・．
良 好 外 面 ；

Ve　　　　 月　　　　　 面 ．H ve 5 P B 6 ／1青 灰

ve 5 P B 7 ／1 明 青 灰　 内 面 ：H v e5 P B 7／1 明 青 灰

復 フt

復 元

1 34 m m
1 36 m m

1／3
1／8 弱

05 1
7
6

墳 時 代 須 恵 器

／・

杯 蓋 古 墳 時 代 や や 粗 い　　 白 い 微 粒 子 を含 む

77・－　　　　　　　　…－L　　　　　　∈ヨ

良 好 外 N 7 1 灰 白　 内 面 ：H v e N 7 1 灰 白 復 元 1 32 m m 1／2 弱
75 古 墳 時 代 須 恵 器 杯 身 古 墳 時 代 石 共 、長 石 粒 を 多 量 に含 む 良 好 外 面 ve 5 P B 4 ／1明 青 灰 ～ N 6 1灰 復 元 受 け 1 3 6m m 1／2 弱

0 5 2
0 5
2 71 茶 褐 色 土 弥 生 時 代 弥 生 土 器 甕 弥 生 時 代 石 英 一長 石

41．・－
粒 を 多 量 に 含 む

／．土・

良 好 外 2 ・5Y 6 ／1貴 灰　 内 面 ：H v e lO Y R 8 ／1灰 自 小 片
・．　　 含 、 ヽ 土　　－

0 5 4 67 5 古 墳 時 代 土 師 器 高 杯 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む 良 好
外 面 ；

内 面 ：

V e ．　　 一　　 旦　　 内 面 ．H v e2 ー5Y R 7 ／6 橙

v e 10 R 5 ／6 赤 ～ 4／3 赤 褐
v e 2．5 Y R 3 ／6 明 赤 福

復 16

復 元

27 4 mm

底　 1 52 m m

小 片

1／4 弱

0 55 67 5 古 墳 時 代 土 師 器 高 杯 古 墳 時 代 石 英 、長 石 粒 を若 干 含 む　 金 雲 母 含 む 良 好 外

内

H v e lO Y R 7 ／2鈍 い 黄 橙 ～ 2 ．5 Y R 6 ／4 鈍 い橙 ／

H　 7 5 Y R 6 ／2 灰褐 ～ 2　　　　 鋪 l橙 復 元 底　 15 2 m m 1／6

0 56

0 57

19 1

0 0 1上 層

古 墳 時 代

／

鉄 器 刀 子 古 墳 時 代

・・T．．　　　　　　　－′・1　　・・・■・．

． v e ．　　　　　　　 ．5Y R 6／4 ．．し　 温
残 存 長

6 6 mm
∈・ 2 ′ 品 l　　 ／金・、 ′ ．／　　．一・一

0 58

05 9

0 0 1上 層

0 0 1 層

古 代

／

土 師 器 蛸 壷 古 墳 ～ 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む

．．，ト　　　　　　　．－⊥　　　　　　　　　　　－」

良 好
外 面 ；

内 面 ：

V e　　　　　　 ・H ve N 4 1 灰

v e5 Y 7 ／1杯 白 ～ 6／1灰
v e2 ー5 Y 3／1 農 場

復 冗

復 元

底 1 10 mm 強

6 4 mm 強

1／4強

1 ／6弱

白 2 ′ －　　　　　 ．／1　　 ′、 A 、 主 ／′　　　　　　　　　　　　　　　　　 良三 ／　．・・・／－ ヽ06 0　 0

06 1　 0

01 下 層

01 層

古 整 一 一 戎 須 恵 器 杯 蓋

‾～．ム

古 代 コ′しパヨ
精 良

．1　　　　　　　　　　　　　　／／　　　⊥

良 好 外 面 ； V e　　　　 R 火　　　 面 ・H v e5 P B 7／1 明 月灰

ve lOY 7／1 灰 白　 内 面 H v e N 7 1灰 白

復 元

復 元

15 4m m

1 2 8m m

1 ／10 以 下

1 ／10 以 下

06 2　 0
下
0 1　 層

古 代　　　　 2

／

眞恵 器 晶 口杯

－畠・一∠ヽ

古 些 や や 粗 い　 白 い微 粒 子 を 少 し含 む

．1　　　　　　　　　　　　　　　　1／」．

良 好 外 N 71 灰 白　 内 面 ：H ve N 7 1 灰 白 復 元 高 台　 9 2m m 強 1／3

0 6 3　 0
下 田

0 1　 層

古 代　　　　 2
古 ．　　　 ／

眞恵 器 間 口杯
7旨－ム

古 代 や や 粗 い　 白 い微 粒 子 を 少 し含 む

川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　一l・．　　　　　一一H－

良 好 外 N 7 1 灰 白　 内 面 ：H ve N 7 1 灰 白 復 元 高 台 1 14 m m 1／3
63 2 ．C・． l声】口 ＼　 田－　　　　　　 A 、 ．′　　　　　　　　　　　　　　　 畠　 ′ ．－ ・舌・ム0 6 4　 00 1 下 層 古 代　　　　 壬製 恵器 高 台 杯 古 代 i∃

や や 粗 い　 白色 微 粒 子 を 少 し含 む 良 好 外
e　　　 火　　　 面 H v e5 P B 6／1 日灰

5 P B 7 ／1明 度 灰　 面 ・H　 N 7 1 灰 白

復 J C

d　　．・・．・・－

同 口　 9 6m m 弓轟

音 ム

1／6

0 6 5　0

0 6 6　0

0 1 下 層

0 1 層

古 代

／

土 師 器　　　 木不

・古 ム

古 代 石 英 、長 石 粒 を 若 干 含 む

．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一・

良 好
外 面 ；

内 面 ：

Ve　　　　　　 R 火　　 －　V e

ve 7 ・5 Y R 7／2 明 褐 灰 ～4 ／1褐 灰

ve 5Y l3／1 灰

復 元

復 元

同 □　 9 6m m

高 台　 9 2m m

1／6

1／2 弱

Eヨ 2 l r芦】口 l　　　　　　　　 舶l　 ′、 A 、 ／′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／′ ．・－・．・ 一昔・ム0 6 7　0 0 1 下 層 古 代　　　 1須 恵 器 高 林 古 代 リ′しパヨ
黒 い 微 粒 子 を 多 く含 む 良 好 外

e　　 火　　　　 面 ・H v e N 7 1

5P 7／1 明 紫 灰　 内 面 ．

灰 白

日　　 ／

復 空 間 口 10 6 mm　 1／3 弱

0 68　 0 0 1下 層 古 代 土 師 器 甕 古 代 石 英 、長 石 粒 を 多 量 に 含 む 良 好
外 面 ：

内 面 ：

V e　　　　　　　　　 ．H ve 5 P 7 ／1 明紫 灰

v e 5Y 7 ／1灰 白
v e 7．5 Y R 7 ／2 明褐 灰 ～ 2 ．5Y 7／1灰 白

復 元 底　 1 68 m　 1

／

／6

ト片

0 69　 0

0 70　 0

0 1下 層

12 井 筒

古 代

申

土 師 器

量

蛸 壷 古 墳 時 代

／ヽ－／
石 英 、長 石 粒 を若 干 含 む 良 好 外 面

内 面

v e5 Y R 7／4鈍 い 橙

v e5 Y R 7／4鈍 い 橙
復 元 76 m用　　　　　 1／／5

0 71 0
l0

12　 筒
世 日磁 碗 中 世 精 良

．1

良 好　 采由：H ve 2 ．5 G Y 6 ／1オ リー ブ 灰 地 ：H ve N 7 1 灰 白 復 元 16 2川田　　　　　 ′小片

P ヽ ′′　　　　　　　　　　　　　　　　　　1′ ／／　　－－
07 2　 0

0 7 3　 0

12 ．0 17

12 ・0

中 世　　　　 白磁 皿 古 代 黒 い 微 粒 子 を含 む 良 好 雲 ． ve　一　　　　 炊　　 ・ V e　　 火
由：H ve 5 G 7 ／1明 緑 灰 、青 灰 色 、や や 濁 る

也：H ve N 7 1 灰 白

復 元 1

復 元 1

6 6m m　　　　　 ′

2 4川田　　　　　 1

j 片ヽ

／8

月 1 ′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′ ．－
0 7 4　 0 12 井 筒 中 世　　　　 壬真意 器 東 播 型

摺 鉢 中 世 石 英 、長 石 粒 を 少 し含 む 良 好
外 京

内 面 ：

火　　　　 ・H v e N 7 1灰 白

ve 5 P B 6 ／1青 灰

ve 5 P B 6 ／1青 灰

復 冗 1

復 元 2

3 2m m　　　　 1

3 0m m　　　　 ／

／8

Jl 片

0 7 5　 0

0 76

1 2 ・0 1 7

簡

中 世 平′瓦　　 中 世　　　 精日良

・．－t．・　　　　　　　l⊥　　－kト

良 好 監 面

面

e N 6 1灰

e N 5 1灰 8

残 存 長

6m m
0

0 77　 0
1 2 井 百　　　　 中
1 ．

世　　　　 土 師 器　　　 坏・　　 申世　　　 石 英 一長 石
qHト

粒 を 右 干 含 む　 金 雲 母 含 む

．．．一・

良 好　 外 ，5 Y R 7／3 鈍 い 橙　 内 容 ：H v e 7 ．5Y R 7／2 明 褐 灰　 ∠復 元 1 24 mm　　　　　 1 ／6
l 少 し含 、　　 垂　　 ・ ．／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ ・．l－－－－

0 78　 0 12 井 筒　　　 中 世　　　　 土 師 器　　　 皿 中 世　　　 石
＝

英 、長 石 粒 を少 し、茶 色 粒 子 を 含 む 良 好 語 面
面

e ・　　 灰　　 内 面 ．H v e 7．5 Y R 6／3 鈍 い 褐

e 5Y R 6／2 灰 褐 ～ 7・5 Y R 5 ／1褐 灰　　　　　　　　　 ／

e 7－5 Y R 7 ／2 明 褐 灰

復 冗

復 元 8

底　 8 6 mm　 1

8 m m　　　　　 l

／3 弱

／3 強

ー18－



番号 遺構 遺構年代 種別 器形 遺 物年代 胎土 焼 成 成 型・調整 ・色調
計 測

精 度
口径 遺存状 態

0 79 0 1 2井筒 中世 土師器 皿 中世 金雲 母含む 良 好 外面 ：H v e 10 Y R 7 ／3鈍 い黄 樟

内面 ．H v e 7 5 Y R 7 ／3鈍 い橙

上
復 元 8 0 m用 1／2 弱

0 80 0 1 2 ・0 17 中世 土師器 蛸 壷

・土・

古墳 時代

～
石英 、長石 粒を多く含む 良 好 外面 ：H v e lO Y R 5 ／1褐灰　 内面 ：H v e1 0Y R 5 ／1褐灰 復 元 6 8 m用 1／4 弱

0 81 0 1 2　 盲 ＝　　・ 11　　　　 9 笠？ ／l ・ ・ゥ 英 、　 粒　　 含 、 ．H v e 5Y R 7　4　 い 盟　　　 ・H ve 5Y R 7　4 ．い ■　　・・．・・一一 1 1 6m m 1 1 0

0 82 2 3 6 近世 ～ 土器 サ ヤ 近世 ～

．

粗 い　 石英、長 石粒が 多く金雲母も含む 良 好
外面

内面

こ毘
H v e 5Y 8 ／1灰 白
H v e 5Y 8 ／1灰 白．10 R 4／1賠赤 灰

冗

復 元 1 5 6m m 1／6

0 83 2 3 6 ／ヽ－′ ・コ／　／ヽ － 粗い　　　 英、　 粒　 少　 含 、 ．一・H v e7 5Y R 2 2 割音．、　 量 ・H v e2 5 Y R 5 4　 い値 ／l
0 84 2 3 6 近世 ～

．

肥前 系 皿 近世 ～ 精 良　　 黒い微粒 子を含む 良 好
1

釉 ：H v e2 ．5Y R 2 ／2 極暗 赤褐～ 5 Y R 3 ／4暗 赤褐
地 ：H v e N 7 1灰 自

復 元 高 台　 3 8m m 1／2 弱

0 85 2 36 ／．－′ ． 11 い一　 英 、　 粒　 少 ．霊 ・　 ・ ・H v e 5Y 8 1 火　　　　　 ・H v e 7 5Y R 3／1 ／l0 86 7 0 7 古代 須恵器 高台杯 古代 やや 粗い 良 好 外面 H v e N 7 1灰 白　 内面 ・H v eN 7 1灰 白 復 元 竜・ム 1 34 m m 1／8
0 87 7 0 7 古代 須恵器 高台杯 古代 白色 微粒を若干含む 良 好 外面 H v e N 3 1賠 灰　 内面 ・H v eN 6 1灰 復 元

r百】口
舌 ム　 9 6川田 1／6

0 88 7 0 7 古代 黒色土器 （A ）碗 古代 石英 一長石 粒を少 し含む 良 好 外面 H v e 5Y R 8／4 淡橙　　 内面 ．H ve N 3 1 暗灰 －2 1黒 復 元 間 口甘 ム　 9 4川田 1／4強
0 89 7 0 7 古代 土師器 甕 古墳 時代 石英 、長石 粒を多く含む 良 好 外面 H v e N 3 1暗 灰～ 5Y 8／1 灰白　 内面 ・H v e 2 5Y 8 ／1灰 白 －・i≡】言

小片

0 90 7 0 7 古代 土師器 甕 古墳 時代 石英 、長石 粒を多く含む 良 好 外面
内面
H v e2 ．5 Y R 5 ／6明 赤褐

H v e2 －5 Y R 5 ／6明 赤福～ 1 0Y R 7 ／3 鈍い貴橙
小片

0 91 7 0 7 英 、　 粒　 若　 含 、 H v e2 5 Y 7 1 火　　 ・H ve 2 5Y 7／l 火 コも 2 3 6m m 1／8

0 92 7 07 古代 土師器 坏 古代 精 良 良 好
外面

内面
H v e2 ・5 Y 7 ／1灰 白～ 10 Y R 7／2鈍 い黄橙

H v e lO Y R 7 ／2 鈍 い董 橙
復元 1 4 8川田 1／2弱

0 93 7 07 古代 土師器 椀 古代 ～中

世
わ りと精 良 良 好 外面

内面
H v e lO Y R 7 ／2 鈍 い黄 樟～ 7／1灰 自

H v e lO Y R 8 ／2 灰 白
復元 1 34 川田 1／2弱

0 94 7 07 古代 土師器

／

坏 古代 精 良 良 好 外面

内面

H v e lO R 3 ／6暗赤　 H v e lOY R 8 ／3浅黄 樟～ 5Y 7／1 灰 白

H v e lO Y R 8 ／2 灰 白～ 2．5Y 4 ／1黄 灰
復元 1 50 用m 1／8

0 95 7 07 古些 須恵器 杯 古代 わ りと精 良 良 好 外面 H v e N 7 1灰 白　 内面 ：H v eN 7 1灰 白 復元 底　 9 2 mm 1／4 強
0 96 7 07 R －1 皿 日　　　 英、　 粒　　　 、こ含 ・ H v e2 5 Y 8 1 火　　　　　 －H ve l OY R 8 1 火 9 1 m用 ′　　　　 ．

0 97 7 07 古代 土師器 蛸壷
古墳 時代

／ヽ－′
わ りと精 良　　 金雲 母を含む 良 好

外面

内面

H v e lO Y R 7 ／3 鈍 い黄 桂一 5Y R 6 ／3鈍 い橙

H v e2 5 Y R 6 ／4鈍 い橙
復元 5 5 m用

ヽ：用㌻田ク

1／2弱

0 98 1 23 中世 須恵器
東播型

摺 鉢
中世 やや 粗い 良 好 外面 ：H v e N 4 1灰　　 内面 ：H v eN 4 1灰 復元 2 30 m m強 小片

0 99 1 23 中世 土師器 鉢？ 中世 石英 、長石 粒を少 し含 む 良 好 外面
内面
H v e N 3 1暗 灰－ 2．5 Y 5 ／1黄 灰

H v e lO Y R 6 ／2 灰黄 祖
小片

10 0 1 23 中世 土師器 甕 石英 、長石 粒を若 干含む 良 好 外面

内面

H v e lO Y R 3 ／1黒褐 ～ 5Y R l ・7／1 黒

H v e5 Y R 5／2灰 褐～ 3／1黒褐
復元 2 52 川田 1／6

10 1 1 24 古代 ～中世 白磁 碗
古代 ～中

世
黒い粒 子を含 む 良 好

釉 ：H ve 10Y 6／2 オリーブ灰

地 ．H ve 5 P B 6／1 青灰
高台　 6 4 mm

弱

高台 1／3欠

損

10 2 1 24 古代 ～中世 白磁 碗
古代 ～中

・
やや粗 い 良 好

釉 ：H ve 7 ・5Y 7／1 灰 白

地 ：H ve N 7 1灰 白 復元 1 84 m m弱 1／1 0

10 3 1 24 古代 ～中世 青 白磁 合子蓋 古代 一中

世
精 良 良 好

釉 ：H ve lO G Y 7 ／1 明緑灰

地 ．H ve N 8 1灰 白 復元 9 2nlm 1／6

10 4 1 24 中世 土師器 土鍋 中世 石英 、長石粒 を多く含む 良 好
外諒

内面
H v e7 ・5 Y R 1 ．7／1黒～ 5 Y R 5 ／3鈍 い赤禍

H v e5 Y R 6／4鈍 い橙
復元 3 28 m m弱 1／8

10 5 1 24 中世 土師器 土鍋 中世 やや粗 い　　 雲母を若干含 む 良好 外面

内面

H v e lO Y R 7 ／2 鈍い黄 橙～ 7・5Y R 2／1 黒

H v e2 ．5 Y 8 ／2 灰 白～ 6／1董橙
復元 30 0 mm 1／8

10 6 1 24 ＝　　・ L　 tR H v e lO Y R 8 ／3 ；　 旦　　　　 LH ve 7 5Y R 8 ／4 1 フt 底　 9 4川田 1／4

10 7 12 4 中世 土師器 杯 中世 わ りと精 長　　 石英 、長石粒 を少 し含 む

－．7．・　・．1－・

良好 外面
内面

／　　　 且
H v e lO Y R 6 ／1褐灰

H v e 10 Y R 6 ／1福灰 ～ 3／1果鴇
復元 底　 8 0用m 1／6

10 8 12 4 ヽ －′企
亡コ

臭 、著石粒　 少　 含 、 H v eN 4 1 火　　　 －H ve 5Y 6 1 火 ／ヽ
10 9 12 4 中世 土師器 蛸 壷 古墳時代 石英 、長石粒 を多く含む 良好

外面

内面
H v e2 ・5 Y R 6 ／4鈍い橙

H v e2 5 Y R 6 ／3鈍 い橙
復元 7 6椚田 1／6

1 10 2 10 近代
肥前系　 磁

器
染付皿 近代 精良 良好

絵柄 ：明藍色

地 －H ve N 8 1 灰 白 復元 28 8 mm 1／6

11 1 24 8 中世 土師器 皿 中世 精良　　　　　 茶色 の粒子を含む 良好
外壷

内面
H v e5 Y R 7 ／4鈍 い橙～ 6／4鈍い橙

H v e7 ．5 Y R 7 ／3鈍い橙
復元 89 m m 1／3

11 2 Ⅱ区 2 面下
茶褐色 土

弥生 中期 ～
古墳

弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を多く含む 良好
外面

内面

H v e2 ・5 Y R 7 ／6橙

H v e lOY R 7 ／4 鈍い童 橙
復元 3 12 mm 1 ／1 0以下

11 3
Ⅱ区 2 面下
茶褐色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を若 干、金雲 母も含む 良好

外面

内面

H v e5 Y R 5 ／2灰 褐

H v e2 ．5 Y R 5 ／4 鈍い赤福
復元 30 2 用m 1／8

11 4 Ⅱ区 2 面下

茶褐色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石．粒 を多量 に含 む ． 良好．．．H v e2 ・5 Y 7／2 灰黄～ 5 Y R 6 ／6橙 ． 底．－．7 0m m

11 5 Ⅱ区 2 両下

茶褐色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を多く含む　 雲母含 む 良好 外面

内面
H v e7 －5 Y R 5 ／1褐灰

H v e2 一5 Y 7／1 灰 白
復元 底　 8 6m m 1 ／4

11 6 Ⅱ区 2 面下
茶鴇色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 筒 系土

器？
弥生時代 わりと精 良　 石英、長石粒、雲母を含む 良好 外面

内面

H v e 10Y R 8 ／2 灰 白～ 5Y R 7／2 明褐灰 ～5／1褐灰

H v e5 Y R 6 ／4鈍 い橙
復元 底　 2 88 m m 1 ／8 弱

11 7 Ⅱ区 2 面下
茶褐色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 ・±・翌 弥生時代 精良　 石英、長石粒を若干 、雲母も含む 良好

外面

内面

H v e lO R 4／6 赤

H v e 10Y R 6 ／2 灰董福
復元 25 8 mm 1 ／4

11 8 Ⅱ区 2 面下

茶鴇色 土

弥生 中期 ～

古墳
弥生土器 鉢 弥生時代 石英 、長石粒 を多量 に含 む　 金雲 母も含む 良好

外面

内面

H v e7 ・5Y R 7 ／3鈍い橙 ～ 22 2 22 2 ．5Y 7／1 灰白

H v e7 5 Y R 7 ／3 鈍い橙
復元 22 4 mm 1 ／8

11 9 0 5 8 6世 紀 弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を少 し含 む　 金雲母含 む 良好
外面

内面
H v e 10Y R 5 ／2 灰黄褐

H v e 10Y R 7 ／3 鈍い董橙
復元 23 6 mm 1 ／8 強

120 0 5 8 6世 紀 弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を若 干含む 良好 外面
内面
H v e 10Y R 7 ／2 鈍い黄橙 ～ 4／1褐灰

H v e lOY R 7 ／2 鈍い董橙
復元 26 4 mm 1 ／8強

1 2 1 0 5 8 6世 紀

J一・ムー

弥生土器 甕 弥生時代 石英 、長石粒 を少 し含 む　　 雲母含 む 良好 外面

内面

H v e 10Y R 4 ／1褐灰 ～ 7／2鈍い黄橙

H v e7 ．5Y R 7 ／4 鈍い橙
復元 22 8 mm 1 ／6 弱

1 22 0 5 9 墳前 11 11 英 、　 粒　　 量 に　 、 H v el OY R 8 ／1 ・，　　　 ．H ve 5Y 7／1 火 フ石 7 5m m 1 ／2

1 23 61 5
弥生時代 中

～後期
弥生土器 甕

・±・

弥生時代 石英 、長石粒 を多量 に含 む

・・．■・・

良好 外面
内面
H v e5 Y R 4 ／1褐 灰～ 1 0Y R 6／2 灰黄褐

H v e5 Y 7 ／1灰 自～ N 4 1灰
復元 底　 84 m m 1 ／3

1 24 0 5 8 6　 －． 11 聖 11 臭 、　 粒　　 含 、 H v e2 5Y R 6　4　 しヽ 旦　　　 ・H ve 2 5Y R 6 4　 い フ石 82 m m 1 4
1 25 2 3 2 6世 紀 弥生土器 器 台 弥生時代 石英 一長石粒 を若干 含む 良好 外面 盟・

H v e7 5Y R 6 ／4 鈍い橙　 内面 ・H ve 5Y R 6／4 鈍い橙 復 － 1 16 mm 1 ／3
1 26 2 3 2 6C 以降 弥生土器 器 台 弥生時代 石英 、長石を多量 に含む 良好 外面 里　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨ己

H v e7 5Y R 5 ／2灰椙　 内面 ．H ve 5 Y R 6 ／4 鈍い橙
フC
復元 底　 9 6m m 1 ／5

1 27 2 3 2 6C 以降

・／

弥生土器 士盟 弥生時代 石英、長石粒 を若干 含む 良好 外面
内面

盟
H v e 10Y R 6 ／1褐灰 － 2・5 Y R 4 ／6 赤褐

H v el OY R 4 ／l 褐灰
復元 底　 94 田川 1／3弱

1 28 2 4 5 弥生時代 後

期
弥生土器 士翌 弥生時代 石英、長石粒 を多量 に含 む　　 金雲母含 む 良好 外面

内面
H v e2 －5Y R 6 ／6橙

H v e7 5Y R 6 ／4 鈍い橙
復元 突帯 12 3m m 1 ／8

1 29 2 6 8 弥生時代 ？ 弥生土器
丹塗 り

士Ⅱ
弥生時代 わりと精 良　　 石英 、長石粒 を少 し含 む 良好

外面

内面

H v el O R 3／3 暗赤褐

H v e1 0 R 6／6 赤橙 ～7／2鈍 い貴橙
復元 12 8 mm 1 ／4

1 30 6 7 5 6C 11 ヽプ　し 11 し ．日　　 英…臣訂粒をわず ＼こ含 ・ H v e1 0 R 4　6 ′、　　　　 ・H v e lO R 4 3 ．、 ■　　－．・冗 10 0 m用 1 6
1 3 1 0 1 2 －0 1 7 12 C 後半 弥生土器 士璽 弥生時代 石英一長石粒 を多く含む 良好 外面 H v e7 5Y R 6 ／4 鈍い橙　 内面 ーH ve 7 5Y R 6／4 鈍い橙 復 － 14 6 mm 1 ／6

1 32 184 6C 以降 弥生土器 甕 弥生時代 石英、長石粒 を若干 含む 良好
外面

内面

且
H v e5 Y R 7 ／3鈍 い橙 － 4／1褐灰

H v e7 5Y R 8 ／3 法量橙 ～ 4／1福橙

7E

復元 18 4 mm 1 ／8 弱

1 33 2 34 弥生後期 ？ 弥生土器 甕 弥生時代 石英、長石粒 を多く含む　 金雲母含 む 良好
外面

内面

′
H v e5 Y R 7 ／3鈍 い橙 － 10 Y R 7／2 鈍い黄橙／

H v e7 5Y R 4 ／1福灰 － 10 Y R 7 ／2虚礼 黄ヽ橙
復元 底　 84 m 用 1 ／2 弱

1 34 0 1 8Ⅳ 区 古墳初頭 弥生土器 鉢 弥生時代 石英、長石粒 を若干 含む 良好 外面
内面
H V e2 ー5Y R 7 ／4 淡赤樟

H v el O R 5／8 赤～ 2．5 Y R 7／4 淡赤橙
復元 16 0 mm 1 ／8

1 35 2 6 8 11　　　　 ワ ／l 晶　 ？ 11 英一　　 杜　 若　 含 、 H v e7 5Y R 4 1 ／J　　　 ーH v e 5Y R 5　2 ・・ フc 1 74 mm 1 8

13 6 0 1 8Ⅳ 区 古墳時代 土師器 手づ くね 古墳時代 石英、長石粒 を多く含む 良好
外面

内面
H v e2 ．5Y 4／1 黄灰～ 7・5 Y R 6 ／2 灰褐

H v el OY R 5 ／1 鳩灰
復元 63 m m 1 ／2 弱

13 7 2 68 弥生時代 ？ 弥生土器 丹塗 り

土器
弥生時代 石英、長石粒を若干 含む 良好 外面 ：H v e5 Y R 8 ／3淡橙 ～ 2．5Y R 7／4 淡赤橙

丹 ・H ve l OR 5／8 赤　 内面 ．H v eN 6 1灰
小 片

13 8 0 76 古墳時代 ？ 土師器 甕 古墳時代 石英、長石粒を少 し、金雲母 含む 良好
外諒

内面

H v el OY R 8 ／2 灰 白～ 10 R 6 ／6 赤橙 ～ 4／1赤灰／

H v e2 5Y R 7／3 淡赤栂 ～ 5Y R 7／2 明相灰 15 5 mm

13 9 0 59 古墳時代 ？ 土師器 甕 古墳時代 石英、長石粒金 雲母も多く含む 良好
外面

内面

H v e5 Y R 5 ／1褐灰 ～ 1 0Y R2 ／1 黒

H v e7 ．5Y R 7／2 明椙灰
復元 15 2 m用 1／3

14 0 7 07 古代 土師器 甕 古墳時代 石英、長石粒を若干 含む 良好
外面

内面

H Y el OY R 7 ／2 鈍い黄橙 ～ 7．5 Y R 8 ／4 浅黄櫨～ N 3 1暗灰

H v el OY R 7 ／2 鈍い貴櫓
復元 13 6 m用 1／6

14 1 2 32 6世紀 以降 弥生土器 高杯 弥生時代 わりと精良　 石 英、長 石粒を若干含む 良好
外面

内面
H v el OY R 8 ／3 浅黄橙 ～ N 3 1暗 灰

H v e7 5Y R 7／3 釦軋 l橙
復元 28 2 m用 小片

14 2 2 32 6世紀 以降 弥生土器 甕 弥生時代 石英、長石粒を多く含 む　 金雲母含 む 良好 外面

内面

H v eN 71 灰 白～ 10 Y R 8 ／2灰 白

H V e1 0Y R 7 ／2 鈍い貴橙
復元 25 6m 用 1／10 以下

14 3 0 0 1 英、　 粒　　 含 、　 雲　 合 ・ H v e2 5Y R 5　6 日　 、　　　 ．H v e 10 6　6 ／、 16 20 2m 用 1／1 0

14 4 0 0 1上層 古代 土師器 甕 古墳時代 石英、長石粒を多く含 む 良好 外面
内面
H v e5 Y R 2 ／1黒褐 ～ 7．5 Y R 7／1 明褐灰

H v e7 ．5Y R 4／1穐灰 ～ 10 Y R 7 ／1灰 白
復元 17 0m 用 1／8

14 5 6 2 1 古墳前期 弥生土器 甕 弥生時代 石英、長石粒を多く含 む　 金雲母含 む 良好 外面
内面
H v e7 ．5Y R 3／1黒褐

H v e7 5Y R 3／1黒福 一 5／1禍 灰
復元 20 2m m 1／1

14 6 0 12 井筒 12 C 後 半 白磁 碗 古代 やや粗 い 良好 釉：H e 7 ．5 Y 6 ／1 灰　 地 ：H ve N 7 1 灰白 復元 16 6m m 小片

14 7 6 21 古墳前期 弥生土器 ま．翌 弥生時代 石英、長石粒を多く含 む　 金雲母含 む 良好 外面
内
H v e2 ．5Y 5／1黄 灰～ 2／1黒

鍵 復元 56 mm 1／3 弱

14 8 2 65 6世紀 以降 土師器 吉杯 古墳時代 石英、長石粒を若干 含む 良好
面
外面
H v e1 0Y R 7／2　一い重機

H v e5Y R 6 ／6橙　　 内面 ：H v 82 ．5 Y R 5 ／6 明赤禍
復元 16 4m m 1／2 弱

14 9 03 0 古墳初豆頁 土師器 高林 古墳時代 石英、長石粒を若干 含む　 金 空母含む 良好 外面 H v e7 ．5Y R 7／4 鈍い橙　 内面 ：H v e7 ．5Y R 6／4 鈍い橙 復元 18 8m m 1／6
15 0 23 2 6世紀 以降 土師器 高杯 古墳時代 石英、長石粒を多く、金雲母 を含む 良好 外面

内面

H v e7 ・5Y R 7／3 鈍い橙 ～ 5P B 3／1暗青灰

H v e2 ・5Y 8／2 灰白
復元 12 7m 用 1／2

15 1 19 5 古代～中世 土師器 高杯 古墳時代 石英、長石粒を若干 含む 良好
外面 ：

い橙

H v e5 Y R 7 ／4 鈍い橙 － 7．5Y R 7／2 明褐灰～ 2．5 Y R 6 ／3 鈍

内面 ：H v e2 ．5Y R 6 ／4 鈍い橙
25 2m m 強 2／3

－19－



番 号 遺構 遺構年代 種別 器 形 遺 物年代 胎土 焼成 成型 ．調整 ・色調
計 測

精 度
口径 遺存 状態

15 2 25 8 古墳 時代 須恵器 はそう 古墳 時代 わ りと精 良　　 白色微粒 を少 し含 む 良好
外面 ：

内面 ：

H ve 5 P B 4 ／1暗青 灰

H ve 5 P B 4 ／1鱈青 灰～ 1 0Y 3／1 オリーブ黒
復元

／　　・．・・・．－

1 16m m 1／2 弱

． 一一　　・ 2 ・±・ 莫　　　 粒　 若　 含 、 ve　　　 青 ・・　 ： Ve　 l・ フt m m

15 4 24 9 6 世紀後半
／　．

土師器

二己宣

甑 古墳 時代 石 英、長石 粒を多く含む 良好
外面 ；

内面 ：

H ve 7 ・5Y R 7／2 明褐灰

H ve l OY R 7／2 鈍い糞橙
復元 26 0m m 小 片

・ ／ヽ－．
英　　　 粒　 若　 含 、 ve　一　　　　 旦　　　　 ： V e　　　　 －． ヽ温 ／＼

15 6 00 1上層 古代 ～中世 須恵器 杯 蓋 古墳 時代 や や粗い 良好 外面 ：H ve N 3 1 賠灰　　 内面 ：H v eN 4 1灰 復元 1 18m m 1／10 以下

15 7
－∃

20 2 6 世紀前半
吉／　′13／
須恵器 蓋 古墳 時代 精 良 良好 外面 ；H ve 5 P B 5 ／1青 灰　　 内面 ：H ve 5 P B 6 ／1青 灰 復垂 13 8 mm 小片

5 4 7 6 ク 圭 し　 胃　　　 微ヽ粒子を少　 含 、 H ve　 l ・′／－ 1 書．・　　　 ：H ve N 7 ・′ フt mm ／＼

15 9 24 9

一一

6世紀後半

／／　．

須恵器

・・に・こLⅰ・
蓋 古墳 時代 精 良　　　 白い微 粒子を少し含む 良好

外面 ；

内面 ：

H ve 5 P B 4 ／1暗 青灰～ 6／1青 灰

H ve 5 P B 5 ／1青 灰
復元 12 2 mm 1／6

．． ヽ 2 し ．　　　 英　　　 粒　 少　 含 、 ve　　　 日青 ．・～　 青 田　　　 ： Ve　 l′ Jc mm ・

16 1 70 7

1－

古代

／／　．

須恵器 杯 蓋 古墳 時代
日

わ りと精 良　 石英、長石粒を少 し含 む 良好
外面 ；

内面 ：

H ve N 4 1 灰～ 5 P B 4／1 暗青灰

H ve 5 P B 4 ／1 陪青灰
主

復元

／　　・．・・・．・

14 6 mm 1／2 弱

．
≡ヨ ．ワ ク 裏 英　　　 粗　 悪　 含 、 H ve N 7 1，　　　　　 ：H v e 5P B　　 R ′′ J C mm 1 2

16 3
yJヽ

18 2 6 世紀末
／／　′
須恵器

JⅠLL杯 婁 古墳 時代 石英　 長 石粒を若干含む 良好 外面 ・H ve N 4 1灰　　 内面 ：H v eN 4 1灰 1／4

16 4 70 7
1．古代 ／：　．帥

須恵器
杯茎 古墳 時代 精 良　 石 英 長石 粒を少 し金 菅母も含 む 良好 外面 ：H v eN 6 1灰　 内面 ：H ve 5Y 7／1 灰 白

16 5 1 84 6 世紀以 降

／／　′lミ／

須恵器
杯身　 or
高杯

古墳 時代
R　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 コ巳亡

やや粗い　　 石英 、長石粒 を少 し含 む 良好
外面 ；

内面 ：

H v eN 4 1灰～ 3 1 暗灰

H v e5 P B 4 ／1 【倍音灰
復元 9 2川田強 1／6

16 6 2 25 1 2 C 中～後 須恵器 杯身 古墳 時代 石英、長 石粒を若干含む 良好
外面 ：

内面 ：

H v e5 P B 6／1 青灰

H v e5 P B 5／1 青灰
復元 受け 13 2 mm 1／6 弱

16 7 7 07 古代 須恵器
杯身　 0「

高林
古墳 時代 石英、長 石粒を少し含む 良好

外面 ：

内面 ：

H v e5 P B 6／1 青灰

H v e5 P B 5／1 青灰
復元 受け　 1 42 m m 1／1 0 以下

16 8 1 82 6 世紀末 須恵器
杯身　 0「

高林
古墳 時代 石英、長 石粒を若干含む 良好 外面 ：

内面 ：
H v e5 P B 6／1 青灰

H v eN 7 1灰 自

復元 受け　 1 56 m m 1／4

16 9 1 92 6 世紀後 半 須恵器
杯身　 0「

高杯
古墳 時代 石英、長 石粒を若干含む 良好

外面 ：

内面 ：

H v eN 4 1灰

H v eN 4 1灰
主

復元

／と　　・・・・・・

受け　 134 m m

‘1

1／3 強

≡ヨ 2 英　　　 粒　 若　 含 、 v e　 B　 青 ・・　　　 ： V e　　　　 R l′ J E 又二　　　　　 mm ・1

17 1

′1ヽ

2 46 6 世紀
／／　／lヱ∧
須恵器

杯身　 o r

高杯
古 墳時代 わりと精良　　 白い微 粒子を少し含む 良好 外面 ：H v e5 P B 5／1 青灰　　 内面 ：H v e5 P B 5／1 青灰 復元 受け 13 8 mm 1／1 0 以下

17 2 7 07 古 代 須恵器 杯身 古 墳時代 石英、長 石粒を少し含む 良好 外面 ：H v e5 P B 5／l 青灰　　 内面 ：H v e5 P B 5／1 青灰 復元 受 け　 144 m m
強

1／3 弱

17 3 7 07 井筒 古 代 須恵器
杯身　 0「

嵩杯
古 墳時代

わりと精良　　 白色微粒 子をわずかに含

む
良好 外面 ：H v e5 P B 4／1 暗青灰　 内面 ：H ve 5 P B 3 ／1 暗青灰 復 元 受 け　 134 m m 1／4

17 4 6 75 潤 不 明 須恵器 杯身　 0 r
富杯

古墳 時代 精 良　 石英 、長石粒をわずか に含む 良好
外面 ：

内面 ：

H v e5 P B 5／1 青灰 ～4／1暗 青灰

H v e5 P B 5／1 青灰
復 元

／と　　・．．一l・－

受

弱

ⅰ▼

け　 160 m m 1／8

1 英　　　 粒　 若　 含 、 V e　　 l′　　　　　　　 ： Ve　　 ／′ フ石 二文二　　　　　 mm

17 6
P

0 0 1下層 古 代
／　′．」
須恵器 杯身 古 墳時代 石英、長石粒を少し含む 良好 外面 ；H v e 5P B 5／1 膏灰　 内 面 ：H ve 5 P B 5 ／1青 灰

主

復 元

．／　　－

受け 1 24 m用

ⅰ1

1 ／8

．ウ 2 英　　　 粒　 少　 含 、 v e　　　　 告青 田　　 ： V e　　　　 R ．1 76 二丈：　　　　　 m m

17 8 6 1 1 古 代～中世

／／　／lヱ／

土師器 竃 古 墳一古

代

目

石英、長石粒を若干、雲 母も含 む 良好
外面

内面

H v e N 5 1灰 ～ 2．5 Y 8 ／1灰 白

H v e lO Y R 6 ／1褐 灰～ 7／2鈍い音糟
小 片

17 9 2 46 6 世紀 土師器 杯 古 墳時代 やや精 良　　 白い微粒子 を少 し含 む 良好
外面 ／

内面

H v e 5Y R 5／3 鈍い赤褐 ～4／1褐灰

H v e 5Y R 3／1 農場
復 元

／／　．－

11 6m m 小 片

18 0 1 9 1 古 墳時代？ 土師器 士
－1

古 墳田寺代 精良　　 金 雲母を含む 良好 外面 H v e 5Y R 7／4鈍 い橙　 内面 ：H v e 5Y R 7 ／4 鈍い橙
．ヽ′　強

復 冗

／／　　　－

11 2m m 1 ／8

18 1 2 32 6 世紀 土師器 高杯 古 墳時代 石英、長石粒を若干．雲 母を含む 良好 外面 H v e 5Y R 8／4 淡橙　 内面 ：H v e 5Y R 8／4 淡橙 復元

／／　・・l一一

底　 1 44 mm 1 ／4 弱

． 一． ／ム一　、． 一＝ー 粒　　　 、　 亜　 含 、 v e ．　　　 1 温　　　 ： V e　　 音曲 フc mm ．

18 3 0 59

－．

古 墳時代？ 土師器

1司

甕 古 墳時代
＝巳に

石英、長石粒　 金雲母も多く含む 良好
外面

内面

H v e 5Y R 5／1 褐灰～ 10 Y R 2 ／1黒

H v e 7．5 Y R 7 ／2 明褐灰
復 元

．／　　一

15 2m m 1 ／3

．／ ・／　　．－′ 1 l微粒　　 少　 含 、 冗 田川

18 5 2 56

－．饗
6世紀 中～

後

ノ　．

土師器 高杯 古 墳時代 石英、長石粒を若干含む 良好
外面

内面

H v e 2．5 Y R 6 ／6樟 ～ 7，5Y R 7／4 鈍い橙

H v e lO R 6 ／6 赤橙 ～ 7．5Y R 7／4 鈍い橙
復元 底　 1 18 mm 1 ／3

18 6 1 24
1 2 世紀中一

後
土師器 器台 古 墳時代 石英、長石粒を多く含む　 金雲 母含む 良好

外面

内面

H v e 5Y R 7／2 明褐灰 ～ 7．5 Y R 7／2 明褐灰

H v e 2 5 Y R 6 ／4鈍 い橙
復元 13 4m m 1 ／8

18 7 2 32

脊

6 世紀 弥生 土器 器台 弥 生時代 石英、長石粒を若干含む　 金 雲母含 む 良好
外面

内面

H v e 2．5 Y 7 ／1灰 白

H v e 7．5 Y R 6／1褐 灰～ 3／1黒褐
復元 頸部　 6 4 mm 1 ／2 弱

18 8 0 18 Ⅲ区
弥 生末～古

墳 前期

龍泉 窯　 青

磁
碗 中世 やや粗 い 良好 釉 ：H v e lO Y 5 ／2 オリーブ灰

地 ：H v e N 5 1灰
／／　・・－・．・

高台　 5 8 mm 1／8

18 9 2 25 12 C 中一後 白磁 碗 中世 精良 良好 釉 ：H v e5 Y 8 ／1灰 白　　 地 ：H v e 5Y 8／1 灰自

主

復些 15 2 mm

・‾－ム

1／6弱

．． ∠－ 2 ・合一ム 英　　　 粒　 ノー、 含 、 v e　　　　 青 ／・　 ： V e　　　　 R ・′ フt 品 ⊂コ　　　 田川

19 1 2 55
鷲

古 代？
／　　′
須恵器

l司　にコ
高台杯 古 代

」リ
わりと精良 良好 外面 H v e N 3 1 臨灰　　 内面 ：H ve N 4 1 暗灰 復垂 高台　 81 mm

一・・・一一ム

1／4強

19 2 2　5 12 C　 ～寺 ≠ 1旨・ム 英　　　 杜　 若　 含 、 V e　　　 ′′　　　　　 ： V e　　　　 l′ フt 高 言　　　 m m

19 3 1 97
古 代末～中

世

／　　′

瓦器

l．芦】□
椀 中世 精良　　　　 雲 母を含 む 良好 外面

内面

H v e 5P B 3 ／1暗青 灰

H ve 5P B 5 ／1青灰
復元 高台　 70 mm 弱 1／3

19 4 1 97
古 代末～ 中

世
土 師器 高台杯 古 代 白い微粒子 を若干 含む 良好

外 面

内面

h ve l OY R 7／2 鈍い黄橙

H ve 10 Y R 8／3 法量橙
1／2弱

19 5 2 3 1 古 代 瓦器 椀 古 代 黒い粒子を含む 良好
外 面

内面

：H ve N 4 1 ～ 5 1灰

：H ve N 8 1 灰白

復元 高台　 98 mm 1／6

19 6 0 1 8 Ⅱ区
弥 生末～古

墳 前
土 師器 坏 古 代 やや粗 い　 白い微粒 子若干雲 母も含む 良好 外 面

内面
：H ve 2・5Y R 6／6 橙

：H ve 2 ．5Y R 6／6 橙

復元 13 0 mm 1／8

1 97 0 1 8 Ⅲ区
弥 生末～古

墳 前
皿 古 代 石英、長石粒を少し含む　 金 雲母含む 良好 外 面

内面

：H ve 5Y R 7 ／4 鈍い橙

：H ve 7 ー5Y R 6／1 褐灰 ～4／1褐 灰

復元 底　 1 28 m m 1／6

1 98 182 6 世紀 末 土 師器 杯 古 代 石英 、長石粒を多く含 む 良好
外 面

内面

：H ve 2 ．5Y R 6／4 鈍い橙

：H ve 2 ．5Y R 6／6 橙

復元 1 88 mm 1／6

1 99 19 7 中世 土 師器 杯 中世 白色微 粒子を若干含む 良好 外 面 H ve 7 ．5Y R 4／1 褐灰　　 内面 ：H v e lO Y R 6 ／1褐灰 復冗

／　　．・・．・一．

底　 1 1 2m m 1／1 0

20 0 2 2 5 12 C 申～後 土 師器 坏 中世 わりと精 良　　 金空母を含む 良好 外 面 H ve 2 ．5Y 7／2 灰黄　　　 内面 ：H v e 2 ．5 Y 5 ／1黄 灰 復 1 6
■　　　l
14 0 m m 1／2 弱

20 1 123 12 C 申～後 土 師器 坏 中世 石英 一長石粒 を少 し含 む　 金 空母含 む 良好 外 面 H ve lO Y R 7／2 鈍い黄橙　 内面 ：H ve 10 Y R 6／2 灰黄褐 復冗

■　　－

底　 8 2 mm 1／2 弱

20 2 2 2 5 12 C 中～後 杯 中世 精良　　 白色微粒 を若 干含む 良好 外 面 H ve l OY R 7／2 鈍い黄橙　 内面 ：H ve 10 Y R 7／2鈍 い糞橙 復冗
よ　　．・・一・・一
底　 8 6 m 1／6

～ 4 し ．　　　　 菅　　 含 、 e　　　 ．　 ′ヽ 　ヽ　　　　 ： V e　　　　　 l兄 7 6 m m

20 4 2 2 5 12 C 中～後 土 師器 皿 中世
日　　　　　　　　　　5こ．r

石英 、長石粒 を少 し金 雲母も含む 良好 外面 ：H ve 2 ．5Y 8／2 灰自　 内面 ：H ve 10 Y R 7／1 灰白 復 元 9 5m m
ロ緑部 かな

り欠損
一5－

20 5 2 2 5 12 C 中｛4 し ．R　　　 l 粒子＼雲　　　 、 Ve　　　　　 ，′　　　　　　 ： Ve　　　　　　 t， 田川

20 6 2 2 5 12 C 中一後 土 師器 皿 中世 一　51コE
精良　　　　　 雲母 を含む 良好 外面 H v el OY R 8／2 灰 白　 内面 ：H ve 1 0Y R 8／2 灰 白 復 元

・／　・．・．・．・

9 2 mm 1／3

． ／． ．ウ 英　　　 粒　 若　 含 、 V e　　　　　 ／′　　　　　　 ： Ve　　　　　 ／　　 且 フC 川田
20 7

20 8 19 7
古代末 ～中
世

土師器 杯 中世 精良 良好 外面
内面

H v el OY R 5 ／1 褐灰

H v e7 ・5Y R 6 ／1褐灰
小片

20 9 0 1 8 ロ区
弥生末 ～古

墳前
緑 釉陶器 古代 やや粗 い 良好

釉 ：緑色

地 ：H ve 5Y R 8 ／3 淡橙（土 師質）
小 片

2 10 0 5 8 6世紀 土師器 甕 古代？
わ りと精 良　 石英 、長石粒 を少 し金 雲母を含

む
良好
外面

内面

：H v el OY R 3 ／1 黒褐 ～ 4／1褐灰

：H v e2 ．5Y 8／1 灰 白

復 元 2 4 2川田 1／8

2 1 1 6 1 1 古代～ 中世 土師器 蛸壷 古墳時代 石英 、長石粒 を若 干含む 良好 外面

内面

H v e2 ．5Y R 7 ／4 淡赤 樟～ 1 0Y R 7／2 鈍い黄橙

H v e5 Y R 6 ／4鈍 い橙

復 元 5 6 mm 1 ／4

－ コツ　 り 1l ． v e　　　　 ． ＼　 旦　　 ： Ve ・　　　　 ＼盟 フ石 6 2 田田 1 2
2

2 13 2 5 8
古墳時代 後

期

11

土師器 蛸壷 古墳時 代
円

石英 、長石粒 を少 し含 む金雲母 も含む 良好
外面 ：H v e 10Y R 7 ／1灰 白～ 7／2鈍い黄橙

内面 H v e lO Y R 7／2鈍 い黄橙
復 元 7 4 mm 1 ／6

2 14 18 2 6世紀 末 土師器 蛸壷
古墳時 代

／ヽ／
石英 、長石粒 を若 干含む 良好 外面

内面

：H v e5 Y R 6 ／4鈍 い橙～ 1 0Y R 6 ／1褐灰

：H v e5 Y R 6 ／4鈍 い橙

復 元 7 4 mm 1 ／3弱

2 15 0 4 1掘 方 近世 土師器 蛸壷 古代？ 石英 、長石粒 を少 し含 む 良好 外面

内面

：H v e5 Y R 6 ／4鈍 い橙～ l oY R 8 ／2 灰 白

：H v e5 Y R 6／4鈍 い橙

復元 6 8 mm 1／2弱

2 16 2 5 8
古墳時代 後

期
土師器

管状 土

錘

古墳時 代

／ヽ／
石英 、長石粒 を多く含む 良好

推定タテ ×ヨコ＝3 0 mm ×3 0 mm 弱

孔径－推定タテ ×ヨコ＝ 9m m X 9m 用

残 存長 3 9田川

残 存重量

17 庄

2 17
Ⅱ区 2面下茶

褐 色土

弥生～古 墳

前
弥生土器 鉢 弥生時 代 石英 、長石 粒を多量に含む　 金雲母 含む 良好

外面

内面

：H v e7 ．5 Y R 7 ／3鈍 い樟 ～ 2．5Y 7／1 灰白

：H v e7 ・5 Y R 7 ／3鈍 い橙

復元 2 2 4 mm 1／8

2 18 6 7 5 6世 紀末 鉄 器 刀子 古墳時 代 残 存長 6 6 mm

2 19 2 3 2 6世 紀以降 土師器
手づ くね

土器
古墳 時代 石英 、長石 粒を若 干含む 良好

外面

内面

：H v e lO Y R 5 ／2 灰黄 褐～ 2・5 Y R 5 ／6 明赤 褐

：H v e 7．5 Y R 6 ／4鈍 い橙

復元 62 m m 1／6

2 20
Ⅱ区 2面下茶

褐 色土
砥 石 砂岩

残 存長 1 1 8

m m 残存重 量
4 1 9・8 0 g

∈こl
2 2 1 Ⅲ区上面掃 除 古墳時代 ～ 滑石製 石製

古墳 時代

／ヽ／

タテ ×ヨコ＝ 4 0m m 弱 ×3 9m m　　　 厚 さ5m m 残存重亘

6．7 2g

2 22 0 1 2 ・0 1 7 中世 石包丁 凝灰 岩 弥生 時代

残存長 7 5 mm
残存重量

37 ・5 3だ

ー20－



図版1

1．Ⅰ区2面　全景（南東から）

2・Ⅱ区1面　全景（北西から）

－21－



図版2

1．Ⅱ区2面　全景（北西から）

2．調査区土層

－22－

3．SKO66（北東から）



図版3

1．SK271（北東から）

3．SCO18（南東から）

5．SEO12（北東から）

2．SCO67（東から）

4．SE707（北西から）

6．SE113（南東から）

－23－



図版4

1．SDO27（北東から）

3．SK123（北西から）

5．SK210（南から）

2．SK753（北から）

ー24－

4．SK685（西から）

6．SK177（北東から）



表2．出土玉類一覧

遣物番号 外径 （mm） 孔径 （mm） 高さ（mm） 重さ 材質　 色 形 出土遺構 時期

3．6 0 ．1 1g 、 小玉 0 17 古 代

不明

不 明

1 6 世紀 中

1 6 世 紀 中

l 6 世 紀 中

l 6 世 紀 中

㎡

2 2 3 4 ．6 1．0 ガ ラス玉　 水色

ヽ2 24 6 ．6 1 ．9 2・4 0 ・1 9g 滑 石 平玉 14 9

2 2 5 6 ．4 1 ・8 2．2 ～ 2・7 0．1 8 g 輿 石 平玉 14 9

2 2 6 6 ・5 1．9 3 ．9 ～ 4 ．6 0 ・3 2 g 滑 石 平玉 6 14

2 2 7 0 ．0 6 g 輿 石 剥片 6 14

2 2 8 7 ．9 2 ・0 2 ・2 ～ 3 ．1 0 ・3 2 g 輿 石 平 玉 6 1 4

2 2 9 4 ．3 1・2 1・7 0 ．0 5 g 滑 石 平玉 6 14

2 3 0 6．9 2・6 4 ．8 0 ．3 9 g 滑 石 平玉 6 7 5 6 世 紀末

㎡2 3 1 6 ・5 1．8 2・3 ～ 3・4 0・2 3g 滑 石 平玉 6 7 5 6 世 紀末

㎡2 3 2 7 ・0 1．2 6．0 1．2 3g ガ ラス玉　 紺 小玉 7 5 1 6世 紀

㎡2 3 3 5 ・9 1・6 3 ・4 ／－3 ・7 0 ．2 5g 滑 石 平玉 7 5 1 l 6 世紀

l 不明

l 不明
2 3 4 7．0 1．8 1・9 ／－2 ・5 0 ．19 g 型 石 平玉 不 明

2 3 5 5．7 1・9 1・8 0 ．0 5 g 滑 石 1 ／2 欠損 平玉 不明
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